
令和六年 年頭所感
　

こ
こ
数
年
、
世
界
で
は
大
き
な
紛
争
が
相
次
ぎ
、

国
内
で
は
少
子
化
が
止
ま
ら
ず
物
価
が
高
騰
す
る

な
ど
、
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。
社
会
が

大
き
く
変
わ
り
女
性
が
大
学
に
求
め
る
も
の
も
変

わ
り
始
め
て
い
る
と
強
く
感
じ
ま
す
。
大
学
は
変

化
が
起
こ
り
に
く
い
場
所
で
す
が
、
社
会
の
要
請
、

未
来
を
担
う
女
性
が
求
め
る
も
の
に
応
え
る
た
め

に
、
変
化
を
恐
れ
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
で
は
、

ど
の
よ
う
な
方
向
を
目
指
す
べ
き
な
の
か
。

　

学
園
理
事
会
な
ど
執
行
部
が
過
去
７
年
間
強
に
わ

た
り
入
念
に
検
討
を
続
け
て
き
た
１
４
０
周
年
記
念

館
の
建
設
が
、
昨
年
11
月
21
日
の
理
事
会
で
資
金
手

当
て
を
含
め
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
十
条
門
か

ら
入
り
、
16
号
館
の
ゲ
ー
ト
を
く
ぐ
っ
た
正
面
、
旧

中
高
Ｆ
校
舎
と
十
条
門
に
近
い
ス
ペ
ー
ス
に
８
階
建

て
の
Ａ
棟
と
１
階
建
て
の
Ｂ
棟
を
建
設
す
る
。
Ｆ
校

舎
解
体
・
準
備
工
事
の
着
工
は
本
年
２
月
、
竣
工
は

２
年
半
後
の
２
０
２
６
年
夏
、
建
設
は
四
社
競
合
の

結
果
、
清
水
建
設
に
決
定
し
た
。

　

建
設
費
は
Ａ
・
Ｂ
棟
合
計
で
81
億
円
。
板
橋
、
狭

山
校
舎
間
の
情
報
交
流
を
高
速
化
す
る
た
め
の

未
来
を
担
う
女
性
が
求
め
る
も
の
に

応
え
る
た
め
の
変
化
を

１
４
０
周
年
記
念
館　

今
春
着
工
が
決
定

「
学
生
フ
ァ
ー
ス
ト
」を
一
段
と
強
化

学
校
法
人
渡
辺
学
園 

理
事
長
　
菅
谷 

定
彦

東
京
家
政
大
学
・
東
京
家
政
大
学
短
期
大
学
部 

学
長
　
井
上 

俊
哉

　

昨
年
10
月
、
米
国
の
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
・
ゴ
ー
ル

デ
ィ
ン
博
士
が
女
性
と
し
て
初
の
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学

賞
単
独
受
賞
者
と
な
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
ま
し

た
。
受
賞
理
由
と
関
連
す
る
著
書
『
な
ぜ
男
女
の
賃

金
に
格
差
が
あ
る
の
か
─
女
性
の
生
き
方
の
経
済

学
─
』（
慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
）が
簡
単
に
入
手
で

き
る
こ
と
を
知
り
、
大
学
が
変
わ
る
方
向
へ
の
ヒ
ン

ト
が
得
ら
れ
な
い
か
と
思
い
、
さ
っ
そ
く
読
ん
で
み

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
分
析
で
す
か
ら
、
そ

の
ま
ま
す
ぐ
日
本
に
当
て
は
ま
ら
な
い
部
分
も
あ
り

10
Ｇ
・
Ｌ
Ａ
Ｎ
敷
設
な
ど
の
付
帯
工
事
を
含
め
て

91
・
６
億
円
で
あ
る
。
新
棟
建
設
は
２
０
２
０
年
春

か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍
、
２
０
２
１
年
秋
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
よ
る
建
設
労
働
者
不
足
、
資
材
高
騰

で
２
度
の
延
期
。
３
度
目
の
計
画
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
直
前
２
０
２
２
年
初
頭
か
ら
。
入
札
で
設
計
者
に

採
用
し
た
石
本
建
築
事
務
所
、
学
内
の
建
設
促
進
委

員
会（
委
員
長
は
理
事
長
）間
で
入
念
な
作
業
を
開
始
。

そ
の
当
初
案
は
建
物
だ
け
で
51
億
円
だ
っ
た
。

　

し
か
し
そ
の
後
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
長
期
化
と
円

安
に
よ
る
資
材
の
高
騰
、
建
設
労
働
者
不
足
が
深
刻

さ
を
増
し
昨
年
夏
は
64
億
円
に
上
昇
し
た
。
こ
の
間
、

ま
す
が
、
大
い
に
参
考
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

日
本
よ
り
女
性
の
地
位
が
高
い
と
思
わ
れ
が
ち

な
ア
メ
リ
カ
で
す
が
、glass ceiling

（
ガ
ラ
ス

の
天
井
）と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
女
性
が
社

会
で
活
躍
し
よ
う
と
す
る
と
見
え
な
い
天
井
に
ぶ

つ
か
る
よ
う
で
す
。
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
博
士
は
、
男
女

の
年
間
収
入（
中
央
値
で
比
較
）の
推
移
に
注
目
し

ま
し
た
。
差
は
徐
々
に
縮
ま
っ
て
い
る
と
は
い
え
、

大
学
を
卒
業
し
た
人
々
に
関
し
、
２
０
１
８
年
度

の
時
点
で
も
男
性
１
０
０
に
対
し
て
女
性
は
70
を

わ
ず
か
に
超
え
る
程
度
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
の
賃

金
格
差
は
な
ぜ
生
じ
る
の
か
。
一
般
的
に
指
摘
さ

れ
る
の
は
、
人
々
が
明
示
的
あ
る
い
は
暗
黙
の
裡

に
持
っ
て
い
る
偏
見（
バ
イ
ア
ス
）や
男
女
間
で
の

職
業
の
違
い
な
ど
で
す
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
博
士

は
膨
大
、
多
様
な
デ
ー
タ
を
駆
使
し
て
、
そ
れ
ら

だ
け
で
は
賃
金
格
差
を
説
明
で
き
な
い
こ
と
、
重

要
な
原
因
は
他
に
あ
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。
そ
し

て
、
賃
金
格
差
を
解
消
し
女
性
が
家
庭
と
キ
ャ
リ

ア
を
両
立
さ
せ
る
た
め
の
単
純
な
解
決
策
、
万
能

の
政
策
は
な
い
が
、
問
題
を
知
る
こ
と
で
正
し
い

方
向
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
と
私
た
ち
を
勇
気
づ

け
て
く
れ
る
の
で
す
。
女
性
だ
け
で
な
く
男
性
に

も
、
と
く
に
若
い
方
に
ぜ
ひ
読
ん
で
い
た
だ
き
た

い
一
冊
で
し
た
。

　

私
は
若
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
東
京
家
政
大
学

を
さ
ら
に
良
い
大
学
に
し
て
い
く
た
め
に
今
年
も

努
力
を
続
け
ま
す
。

建
設
会
社
で
残
っ
た
清
水
、
戸
田
両
建
設
の
試
算
は
、

各
１
１
３
億
円
、１
１
６
億
円
で
あ
っ
た
た
め
、促
進

委
員
会
、常
務
理
事
会
、理
事
会
で
設
計
変
更
や
む
な

し
と
の
判
断
を
固
め
た
。
石
本
建
築
と
の
間
で
ぎ
り

ぎ
り
の
折
衝
を
重
ね
、
81
億
円
で
内
定
。
戸
田
の
辞

退
で
１
社
に
な
っ
た
清
水
建
設
か
ら
は
「
81
億
円
に

近
づ
け
る
よ
う
精
一
杯
努
力
す
る
」と
伝
え
ら
れ
た
。

　

当
初
皆
様
に
お
示
し
し
た
原
案
か
ら
の
設
計
変
更

は
Ａ
棟
で
①
９
階
の
多
目
的
ホ
ー
ル
を
中
止
、
８

階
建
て
に
②
外
壁
の
縮
減
③
Ｃ
Ｐ
Ｓ
管
理
セ
ン

タ
ー
、
女
性
未
来
研
究
所
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ
支

援
セ
ン
タ
ー
を
現
状
に
戻
し
、
５
階
と
８
階
の
一
部

を
大
学
生
用
の
教
育
・
学
生
ス
ペ
ー
ス
に
変
更
。
Ｂ

棟
は
①
２
階
建
て
を
１
階
建
て
に
縮
小
、
ア
ド
ミ
ッ

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
現
状
復
帰
②
学
生
・
生
徒
・

教
職
員
と
３
億
４
千
６
百
万
円
の
寄
附
を
頂
い
た
緑

窓
会
、
そ
し
て
後
援
会
、
訪
問
客
が
カ
フ
ェ
テ
リ
ア

の
軽
飲
食
を
と
り
つ
つ
懇
談
出
来
る
ス
ペ
ー
ス
を
広

く
と
っ
た
な
ど
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
当
初
案
の
①
Ａ
棟
６
・
７
階
の
Ｄ
Ｘ

共
同
ラ
ボ
の
充
実
を
含
め
、
学
生
フ
ァ
ー
ス
ト
の
強

化
②
Ａ
棟
１
〜
４
階
の
博
物
館
を
十
条
門
近
く
へ
移

転
さ
せ
る
な
ど
で
内
外
に
一
段
と
開
か
れ
た
学
園
と

す
る
記
念
館
の
目
的
も
強
化
し
た
。
記
念
館
の
建
設

資
金
は「
４
つ
の
改
革
」へ
の
教
職
員
の
協
力
も
あ
っ

て
少
子
化
な
ど
厳
し
い
現
状
の
中
、
学
園
が
黒
字
を

続
け
、
私
が
理
事
長
就
任
以
来
開
始
し
た
長
期
安
定

債
券
の
購
入
も
加
わ
っ
て
２
０
２
２
年
度
ま
で
で

２
２
８
億
円
に
増
え
た
純
内
部
留
保
金
を
充
当
す
る
。

�
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